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令和５年(２０２３年)７月３日

中野駅周辺整備・西武新宿線沿線まちづくり調査特別委員会資料

区民部文化振興・多文化共生推進課

中野区の都市観光施策について

１ 背景

中野区の都市観光施策は、「中野区基本構想」で「つながる はじまる なかの」として掲げた、

１０年後に目指す４つのまちの姿の実現に寄与するものであり、特にその中の「人と人とがつなが

り、新たな活力が生み出されるまち」及び「安全・安心で住み続けたくなる持続可能なまち」の実

現に向けたものである。

昨年度、中野区観光施策検討会を設置し、平成２４年６月に策定した「中野区都市観光ビジョン」

を検証するとともに、今後の観光施策のあり方などについて協議を重ね、令和４年１１月に同都市

観光ビジョンを廃止する一方、新たに「中野区都市観光施策方針」を策定したところである。

中野駅周辺再整備が進展し、まちの様相が明らかに変化し、また変化し続けている。他方、西武

新宿線連続立体交差事業（中井駅～野方駅）と新井薬師前駅及び沼袋駅周辺のまちづくりが進んで

いる。さらに、新型コロナウイルス感染症が感染症法の５類に位置付けられたこと等により来街者

が増えている。

こうした中、今後、同方針に基づき、情報発信を強化するとともに、区と事業者・団体との連携

力を高めながら、中野の持つ飲食、娯楽、文化・芸術、サービス、景観、活動、雰囲気などの多様

な資源を区民、在勤・在学者、来街者が気軽に楽しむための取組を進めていく。

２ 中野区都市観光施策方針

別紙のとおり

３ 都市観光事業の主な取組

（１）情報発信事業の実施

ア 中野区公式観光サイト（まるっと中野）の運営

平成２５年４月から中野区公式ホームページから独立した、観光情報専用サイトを運営した。

区民や来街者が楽しく過ごすための情報を区及びサイトの運営事業者に加え、区民レポーター

による発信を行った。また、平成３１年度に同観光情報専用サイトをリニューアルするととも

に、ＳＮＳによる情報発信を強化し、令和２年度には、区内飲食店を応援する「お持ち帰り＆

出前推進事業」を実施した。その後、観光に関する情報発信事業の検証し、それを踏まえて、

令和３年度末をもって事業者による観光情報専用サイト運営を終了した一方、令和４年度から

中野区ホームページ内で区民の観光レポーターによる情報発信を行っている。さらに、令和

５年度に全面リニューアルする中野区ホームページにおいて、都市観光のサブサイトを作成す

る予定である。

イ 多言語観光ガイドマップ等の作成

区内外の多くの方に中野区の魅力を再発見してもらうため、平成２６年度、平成２８年度、

平成３１年度にそれぞれ多言語（日本語・英語併記）の都市観光ガイドマップ「びじっと中野」

を作成し、中野区認定観光資源をはじめとする様々な観光情報を周知した。
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また、平成２８年度と令和２年度に日本語、英語、中国語、韓国語の各言語で哲学堂公園周

辺観光パンフレットを作成し、中野区の観光資源である哲学堂公園を中心としたエリアの周知

を行った。さらに、令和４年度に「びじっと中野」を改訂し再発行した。

（２）中野区認定観光資源の周知

平成２５年度に中野区の都市観光振興を目的として、区内の多様な地域資源を区による情報収

集と実態調査、さらに公募により情報を収集した。その上で、学識経験者や区内経済団体、大学、

企業等で構成する選考会を経て、所有者等の同意を得た１２９件を「中野区認定観光資源」とし

て決定した。その後、現存確認を経て、令和５年６月現在で１２３件の観光資源を区ホームペー

ジなどで広報している。なお、今後、当認定観光資源の見直しを実施する。

（３）なかのまちめぐり博覧会の開催

平成２５年度から商店街、企業、学校、団体などが主体となって、区内の様々な地域資源を活

用して自主的に企画・運営するイベント等を集約し、区全域を会場とした「なかのまちめぐり博

覧会」を開催した。平成２５年度の開催時に５９件であった参加イベント数は、平成３１年度に

は８４件まで増加したが、令和２年度は新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、同博覧会を中

止した。令和３年度及び令和４年度は、同博覧会事業検証の一環として、シティプロモーション

事業「ナカノミライプロジェクト」と連携し、ＳＮＳによるまちめぐりイベント「ナカノめぐラ

ンプリ」を開催した。これらの成果などを踏まえ、なかのまちめぐり博覧会実行委員会は、令和

４年度をもって解散した。

（４）Nakano Free Wi-Fiの運用

平成２７年１０月より、誰でも無料で利用可能なWi-Fiサービス（Nakano Free Wi-Fi）を開

始し、平成２８年２月には、区が駅前広場や公園などの広場空間で提供するWi-Fiサービスと、

区内の民間店舗等で提供するWi-Fiサービスとの連携事業（Nakano Free Wi-Fi Plus）を開始し

た。平成２９年１０月にはアクセスポイントを拡大した。その後、新型コロナウイルス感染症の

拡大等によりアクセスが減少したことなどを踏まえ、Wi-Fiサービスのニーズ等を検証し、令和

４年５月で同事業を廃止した。

４ シティプロモーション事業等の主な取組

平成３０年度から広告代理店への委託などにより、区民の区への愛着や誇りを醸成し、定住人口

や昼間人口を増加させ、まちの活力につなげる取組として進めてきた。その後、区へ寄せられる意

見等を踏まえ、令和２年度に取組を検証するとともに、社会情勢を踏まえ、「新型コロナウイルス

感染症を乗り越える」をテーマに、区内事業者・団体、区民のつながりや絆づくりに焦点を当て、

情報発信や取組の支援を行うことを基本とする事業に再構築した（広告代理店への委託も止めた）。

（１）ワークショップ（「ナカノミライプロジェクト」）の実施

平成３０年度に区に本社・事業所を有する事業者を中心に、区政への参加意識を醸成し、中野

の未来を考えるワークショップ「ナカノミライプロジェクト」を開始した。令和２年度のシティ

プロモーション事業再構築の考えを踏まえ、令和４年度は区と区内１０事業所が連携して、中野

駅周辺のまちの移り変わりを記録として残すための「中野のオーラルヒストリー（口述歴史）」

をテーマにワークショップを開催し、中野駅周辺と中野サンプラザに携わる人々へのインタビュ
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ー動画を制作し、配信した。

（２）シティプロモーション事業助成の実施

平成３１年度から団体、事業者、学校等が実施するシティプロモーション事業への助成を開始

した。令和２年度に助成対象を文化・芸術、子育て・教育に関する事業として、１事業当たりの

助成額を１００万円に拡大し、令和４年度は３事業に助成した。また、事業ごとにふるさと納税

を活用したクラウドファンディングを実施し、事業への応援気運の向上を図っている。

（３） 補助的ツールによる情報発信等

平成３１年度から中野区シティプロモーションキャラクター「中野大好きナカノさん」の運用

を始め、ＳＮＳによる中野の魅力発信のほか、区民参加型イベントなどを実施した。令和２年度

から区広報の補助的ツールとして運用することとし、地域の公益的な活動の紹介をはじめ、区民

や団体、区内事業者の活動などに関する情報発信を行っている。

（４）文化・芸術振興

ア 中野区文化芸術振興基本方針の策定

令和５年３月に「中野区文化芸術振興基本方針」を策定し、５つの取組の柱のうち、「Ⅴ ま

ちの変化をとらえ、にぎわいを維持、発展する」の中で、中野駅周辺まちづくりと連動した新

たな発信拠点の創造やまちの変化を着実に捉え、にぎわいを持続するための取組について考え

方を明らかにした。

イ 壁画による区民に身近な文化・芸術の展開

令和３年度に、民間との協働で中野駅北口駅前広場に壁画を制作し、また企業から

１，０００万円の寄付があったことを契機として、令和４年度に壁画制作事業「中野ミューラ

ルプロジェクト」を開始した。令和５年度までの２カ年の事業として、合計で５点の壁画の制

作を進めている。

５ 今後の取組

都市観光事業は、ターゲットを明確にしながら、区の歴史的資源や身近に親しめる文化・芸術、

グルメなど中野の強みを捉え、創出するとともに、それらの情報発信を強化する。さらに、中野区

と事業者・団体との連携力を高めながら、ふるさと納税の返礼品開発や土産づくり、区民提案型の

イベント等の企画・実施、誘導を進める。

シティプロモーション事業は、区民、区内事業者・団体の活動やつながりに焦点を当て、情報発

信と活動の支援、中野区との協働を中心に展開していく。中野サンプラザの閉館を機に、中野サン

プラザ外壁へのプロジェクションマッピングや中野サンプラザの３Ｄモデル化をはじめ、事業者

や団体と連携した、賑わいの創出と新しい中野のまちへの期待を向上させるさまざまなプロモー

ションに取り組んでいく。また、文化・芸術振興では、中野駅新北口駅前エリアの整備とともに新

たな文化・芸術の発信や公共空地を活用した文化・芸術活動の誘導など、「中野区文化芸術振興基

本方針」で示した取組の展開例を踏まえ施策を具体化していく。



【別紙】
























